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高齢者シェアハウスに関する意識調査（アンケート結果）

■アンケート内容と回答結果（全体より）

アンケートは、将来1人暮らしを想定していただき、
お答えいただきました。

アンケート総数＝90名（男性43名：女性47名）
（40～59歳45名：60歳以上45名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016.3実施／2016.4集計

は回答の多いもの

今回の調査は、性別や年齢の比率がほぼ同数に近い人数で
の回答結果を得ることができました。
また仕事をされている方や元気な方が多かった場所でのア
ンケートのため、ご夫婦・家族との同居の方が72％と多数
をしめていました。
そんな中でも、寂しさを感じている44％という回答から、
半数に近い方が寂しさを感じていることが解かりました。
逆に不便さは、32％ということであまり不便は感じていな
いようです。

シェアハウスへの興味（グラフ1）
興味がある62％：興味のない38％と、興味をもたれている
方が多いようです

立地条件（グラフ2）
中心地・住宅街が全体の85％を占めていて、便利さが重視
されているようです。
また居室の広さは、6畳・8畳が全体の87％。
室内トイレと室内洗面は、80%以上が必要と答えていて、
室内浴室の必要性に関しては約半分となっています。
家賃は4万円以内が36%、続いて3万円以内が30％。
4万円以内が全体の大多数を占めています。
共益費は、1万円以内で全体の93％。
生活サポート費も1万円以内が全体の91%を占めています。
調理・掃除とも、たまにはやりたいという方60％弱と回答
されました。
異性とのシェアハウスは半数近くが混同となっています。

1人になった時に住みたいか（グラフ3）
住みたい47％：住みたくない16％と住みたいが約3倍と回
答されました。

今、話題になっている
大学生との異世代シェアハウス（グラフ4）に関して
興味がある方が71％：興味がない方が27％。かし住みたい
かの問いには、「どちらともいえない」との答えが半数と
なっていて不安を感じているようです。

寂しさを感じている方は、男性46％：女性36％。
不便さを感じている方は、男性31％：女性23％。
寂しさや不便さは、男性の方が多く感じているようです。

居室内トイレは、必要との回答が、男性65％：女性89％。
居室内洗面は、男性69％：女性91%。
女性はほとんどの方が必要と答えています。

食費に関しては、1000円以内が、男性46％：女性70％。
男性に比べ女性は金額に厳しいようです。

異性とのシェアハウスは、
同性のみと答えた方が、男性6％：女性36％。
男性は異性混同を望んでいるようです。

ここでの特徴的な結果として、
寂しさを感じる方は、59歳以下53％：60歳以上33％。
今回のアンケートでは「高齢者＝寂しい」はなく、逆に59
歳以下の方が寂しさを感じているようです。

居室内浴室は、必要と回答している方は、
59歳以下64%：60歳以上42％。
自分で浴槽を洗うのが面倒だと考えている方が59歳以下の
方に多いようです。

異性とのシェアハウス（グラフ5.1と5.1）
同性のみと答えた方が、59歳以下11％：60歳以上36％。
1人になった時、住みたくないと答えた方は、
59歳以下9％：60歳以上22％。
特に男性に関しては、60歳以上になると、異性や他人との
係わり合いと面倒だと考えてしまうのではないでしょうか。

最後に、アンケートにご協力いただきました「静岡団塊塾くれば様」「BNIインフィニティ様」を始め、
その他多くの方々にお礼を申し上げます。有難うございました。

静岡の介護「みなサポ」事務局

集計結果の小数点以下は四捨五入されています。
複数解答・無回答がありますので、合計が100％になっていません。

■性別による集計より

■年齢による集計より（59歳以下と60歳以上）



グラフ1
シェアハウスへの興味は？

興味がある
54％

中心地
42％

住みたい
47％

どちらとも
いえない
38％

住みたくない
16％

住宅街
43％

とても興味があるまったく興味がない

11％ 郊外
14％

興味がない
27％

グラフ2
シェアハウス立地条件は？

グラフ3
1人になった時に住みたい？

グラフ4
異世代シェアハウスへの
興味は？

グラフ5.1
異性とのシェアハウス
（59歳以下）

グラフ5.2
異性とのシェアハウス
（60歳以上）

8％

田舎4％

とても興味がある

興味がある
58％

同性
のみ
11％

同性のみ
36％

どちらとも
いえない
38％ どちらとも

いえない
20％

混同
51％

混同
44％

興味がない
24％

まったく興味がない
47％

13％

高齢者シェアハウスに関する意識調査（アンケート結果）

■アンケート内容と回答結果（全体より）

アンケートは、将来1人暮らしを想定していただき、
お答えいただきました。

アンケート総数＝90名（男性43名：女性47名）
（40～59歳45名：60歳以上45名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016.3実施／2016.4集計

は回答の多いもの

今回の調査は、性別や年齢の比率がほぼ同数に近い人数で
の回答結果を得ることができました。
また仕事をされている方や元気な方が多かった場所でのア
ンケートのため、ご夫婦・家族との同居の方が72％と多数
をしめていました。
そんな中でも、寂しさを感じている44％という回答から、
半数に近い方が寂しさを感じていることが解かりました。
逆に不便さは、32％ということであまり不便は感じていな
いようです。

シェアハウスへの興味（グラフ1）
興味がある62％：興味のない38％と、興味をもたれている
方が多いようです

立地条件（グラフ2）
中心地・住宅街が全体の85％を占めていて、便利さが重視
されているようです。
また居室の広さは、6畳・8畳が全体の87％。
室内トイレと室内洗面は、80%以上が必要と答えていて、
室内浴室の必要性に関しては約半分となっています。
家賃は4万円以内が36%、続いて3万円以内が30％。
4万円以内が全体の大多数を占めています。
共益費は、1万円以内で全体の93％。
生活サポート費も1万円以内が全体の91%を占めています。
調理・掃除とも、たまにはやりたいという方60％弱と回答
されました。
異性とのシェアハウスは半数近くが混同となっています。

1人になった時に住みたいか（グラフ3）
住みたい47％：住みたくない16％と住みたいが約3倍と回
答されました。

今、話題になっている
大学生との異世代シェアハウス（グラフ4）に関して
興味がある方が71％：興味がない方が27％。かし住みたい
かの問いには、「どちらともいえない」との答えが半数と
なっていて不安を感じているようです。

寂しさを感じている方は、男性46％：女性36％。
不便さを感じている方は、男性31％：女性23％。
寂しさや不便さは、男性の方が多く感じているようです。

居室内トイレは、必要との回答が、男性65％：女性89％。
居室内洗面は、男性69％：女性91%。
女性はほとんどの方が必要と答えています。

食費に関しては、1000円以内が、男性46％：女性70％。
男性に比べ女性は金額に厳しいようです。

異性とのシェアハウスは、
同性のみと答えた方が、男性6％：女性36％。
男性は異性混同を望んでいるようです。

ここでの特徴的な結果として、
寂しさを感じる方は、59歳以下53％：60歳以上33％。
今回のアンケートでは「高齢者＝寂しい」はなく、逆に59
歳以下の方が寂しさを感じているようです。

居室内浴室は、必要と回答している方は、
59歳以下64%：60歳以上42％。
自分で浴槽を洗うのが面倒だと考えている方が59歳以下の
方に多いようです。

異性とのシェアハウス（グラフ5.1と5.1）
同性のみと答えた方が、59歳以下11％：60歳以上36％。
1人になった時、住みたくないと答えた方は、
59歳以下9％：60歳以上22％。
特に男性に関しては、60歳以上になると、異性や他人との
係わり合いと面倒だと考えてしまうのではないでしょうか。

最後に、アンケートにご協力いただきました「静岡団塊塾くれば様」「BNIインフィニティ様」を始め、
その他多くの方々にお礼を申し上げます。有難うございました。

静岡の介護「みなサポ」事務局

集計結果の小数点以下は四捨五入されています。
複数解答・無回答がありますので、合計が100％になっていません。

■性別による集計より

■年齢による集計より（59歳以下と60歳以上）



グラフ1
シェアハウスへの興味は？

興味がある
54％

中心地
42％

住みたい
47％

どちらとも
いえない
38％

住みたくない
16％

住宅街
43％

とても興味があるまったく興味がない

11％ 郊外
14％

興味がない
27％

グラフ2
シェアハウス立地条件は？

グラフ3
1人になった時に住みたい？

グラフ4
異世代シェアハウスへの
興味は？

グラフ5.1
異性とのシェアハウス
（59歳以下）

グラフ5.2
異性とのシェアハウス
（60歳以上）

8％

田舎4％

とても興味がある

興味がある
58％

同性
のみ
11％

同性のみ
36％

どちらとも
いえない
38％ どちらとも

いえない
20％

混同
51％

混同
44％

興味がない
24％

まったく興味がない
47％

13％

高齢者シェアハウスに関する意識調査（アンケート結果）

■アンケート内容と回答結果（全体より）

アンケートは、将来1人暮らしを想定していただき、
お答えいただきました。

アンケート総数＝90名（男性43名：女性47名）
（40～59歳45名：60歳以上45名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016.3実施／2016.4集計

は回答の多いもの

今回の調査は、性別や年齢の比率がほぼ同数に近い人数で
の回答結果を得ることができました。
また仕事をされている方や元気な方が多かった場所でのア
ンケートのため、ご夫婦・家族との同居の方が72％と多数
をしめていました。
そんな中でも、寂しさを感じている44％という回答から、
半数に近い方が寂しさを感じていることが解かりました。
逆に不便さは、32％ということであまり不便は感じていな
いようです。

シェアハウスへの興味（グラフ1）
興味がある62％：興味のない38％と、興味をもたれている
方が多いようです

立地条件（グラフ2）
中心地・住宅街が全体の85％を占めていて、便利さが重視
されているようです。
また居室の広さは、6畳・8畳が全体の87％。
室内トイレと室内洗面は、80%以上が必要と答えていて、
室内浴室の必要性に関しては約半分となっています。
家賃は4万円以内が36%、続いて3万円以内が30％。
4万円以内が全体の大多数を占めています。
共益費は、1万円以内で全体の93％。
生活サポート費も1万円以内が全体の91%を占めています。
調理・掃除とも、たまにはやりたいという方60％弱と回答
されました。
異性とのシェアハウスは半数近くが混同となっています。

1人になった時に住みたいか（グラフ3）
住みたい47％：住みたくない16％と住みたいが約3倍と回
答されました。

今、話題になっている
大学生との異世代シェアハウス（グラフ4）に関して
興味がある方が71％：興味がない方が27％。かし住みたい
かの問いには、「どちらともいえない」との答えが半数と
なっていて不安を感じているようです。

寂しさを感じている方は、男性46％：女性36％。
不便さを感じている方は、男性31％：女性23％。
寂しさや不便さは、男性の方が多く感じているようです。

居室内トイレは、必要との回答が、男性65％：女性89％。
居室内洗面は、男性69％：女性91%。
女性はほとんどの方が必要と答えています。

食費に関しては、1000円以内が、男性46％：女性70％。
男性に比べ女性は金額に厳しいようです。

異性とのシェアハウスは、
同性のみと答えた方が、男性6％：女性36％。
男性は異性混同を望んでいるようです。

ここでの特徴的な結果として、
寂しさを感じる方は、59歳以下53％：60歳以上33％。
今回のアンケートでは「高齢者＝寂しい」はなく、逆に59
歳以下の方が寂しさを感じているようです。

居室内浴室は、必要と回答している方は、
59歳以下64%：60歳以上42％。
自分で浴槽を洗うのが面倒だと考えている方が59歳以下の
方に多いようです。

異性とのシェアハウス（グラフ5.1と5.1）
同性のみと答えた方が、59歳以下11％：60歳以上36％。
1人になった時、住みたくないと答えた方は、
59歳以下9％：60歳以上22％。
特に男性に関しては、60歳以上になると、異性や他人との
係わり合いと面倒だと考えてしまうのではないでしょうか。

最後に、アンケートにご協力いただきました「静岡団塊塾くれば様」「BNIインフィニティ様」を始め、
その他多くの方々にお礼を申し上げます。有難うございました。

静岡の介護「みなサポ」事務局

集計結果の小数点以下は四捨五入されています。
複数解答・無回答がありますので、合計が100％になっていません。

■性別による集計より

■年齢による集計より（59歳以下と60歳以上）


